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東東京京都都・・特特別別区区人人事事委委員員会会勧勧告告
月月例例給給はは若若年年層層ののみみ引引上上げげ

一一時時金金はは東東京京都都・・特特別別区区ととももにに00．．1100月月

す
べ
て
の
組
合
員
の
賃
金
水
準
改
善
へ

賃
金
確
定
闘
争
ス
タ
ー
ト

10
月
11
日
に
特
別
区
、
12
日
に
東
京
都
の
人
事
委
員
会
が
勧
告
を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
月
例

給
・
一
時
金
と
も
に
引
上
げ
と
な
っ
た
。
特
徴
的
な
点
は
、
初
任
給
・
若
年
層
の
給
料
月
額
の

引
上
げ
に
重
点
を
置
い
た
事
だ
。（
一
時
金
は
そ
れ
ぞ
れ
0
・
1
月
引
上
げ
と
な
り
、
4
・
55

月
。
再
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
0
・
05
月
引
上
げ
と
な
り
、
2
・
4
月
と
な
っ
た
）

引
上
げ
の
対
象
か
ら
中
高
年
層
（
再
任
用
職
員
含
む
）
を
排
除
し
た
事
は
遺
憾
で
あ
り
、
都

本
部
は
東
京
の
生
活
実
態
に
見
合
う
賃
金
水
準
の
引
上
げ
に
む
け
、
全
力
で
2
0
2
2
賃
金
確

定
闘
争
を
推
進
す
る
。

▲10月17日（月）の都本部人事委員会勧告説明会の様子。自治
労都庁職の鎌滝副委員長（右）と特区連の籠谷書記長（左）

東京都人事委員会勧告の概要
月例給 公民較差（828円、0．20％）解消のため、

給料表を引上げ改定、初任層の引上げに重
要を置き、若年層について引上げ
（初任給Ⅰ類Ｂ 4，200円、Ⅱ類 5，400円、
Ⅲ類 6，600円）

一時金 0．10月分引き上げ（再任用は0．05月）
年間4．45月→4．55月
（再任用 年間2．35月→2．40月）

今後の課題
•行政職給料表（一）1・2級の給与水準について、
上位級とのバランスを考慮した昇給幅への是正の
視点から、課題の解決に向けた適切な対応を引き
続き検討

特別区人事委員会勧告の概要
月例給 公民較差（896円、0．24％）解消のため、

初任給（Ⅰ類4，500円、Ⅲ類5，000円）及び
若年層の給料月額を引上げ改定

一時金 0．10月分引き上げ（再任用は0．05月）
年間4．45月→4．55月
（再任用 年間2．35月→2．40月）

人事・給与制度に関する意見
・国の検討状況等を注視し、高齢層職員の任用や給
与といった処遇の在り方について、研究を継続

都
・
区
と
も
に
月
例
給
の
引
上

げ
は
若
年
層
に
留
ま
る

一
時
金
の
引
上
げ
分
を
全
て
勤

勉
手
当
へ
配
分

東
京
都
人
事
委
員
会
は
、
月

例
給
を
公
民
較
差
（
8
2
8

円
、
0
・
20
％
）
解
消
の
た
め

給
料
表
を
引
上
げ
改
定
（
平
均

改
定
率
0
・
2
％
）
と
し
た

が
、
引
上
げ
の
対
象
を
初
任
層

の
引
上
げ
に
重
点
を
置
き
、
初

任
給
お
よ
び
若
年
層
の
み
の
引

上
げ
に
留
ま
る
勧
告
と
な
っ

た
。
特
別
区
人
事
委
員
会
に
お

い
て
も
公
民
較
差
8
9
6
円

（
0
・
24
％
）
の
解
消
の
た
め

初
任
給
お
よ
び
若
年
層
の
給
料

月
額
の
引
上
げ
勧
告
と
し
て
い

る
。民

間
と
の
初
任
給
格
差
や
最

低
賃
金
引
上
げ
の
動
向
を
踏
ま

え
れ
ば
、
若
年
層
へ
の
重
点
的

な
配
分
は
一
定
理
解
で
き
る
も

の
と
い
え
る
。
し
か
し
、
中
高

齢
層
職
員
、
再
任
用
職
員
、
会

計
年
度
任
用
職
員
な
ど
、
す
べ

て
の
職
員
が
終
息
の
見
え
な
い

コ
ロ
ナ
禍
で
住
民
の
命
と
健
康

を
守
る
た
め
、
現
場
で
奮
闘
し

て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
容

認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
ま

た
、
急
激
な
物
価
高
騰
の
影
響

を
受
け
る
生
活
の
改
善
に
も
遠

く
及
ば
な
い
。

一
時
金
に
つ
い
て
は
、
都
・

区
と
も
に
年
間
支
給
月
数
0
・

10
月
分
の
引
上
げ
（
再
任
用
職

員
は
0
・
05
月
分
）
と
し
、
勤

勉
手
当
に
全
て
配
分
す
る
勧
告

と
し
た
。
現
行
制
度
で
期
末
手

当
の
み
の
支
給
と
さ
れ
て
い
る

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て

は
、
改
善
に
繋
が
ら
ず
、
常
勤

職
員
と
の
均
衡
に
反
す
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
勧
告
が
示
さ
れ
る

中
、
都
本
部
は
11
月
18
日
を
統

一
行
動
日
と
し
て
2
0
2
2
賃

金
確
定
闘
争
を
開
始
す
る
。
▼

2
面
＝
都
本
部
2
0
2
2
賃
金

確
定
闘
争
方
針

特
別
区
は

一
時
金
支
給
回
数
に
も
言
及

区
人
勧
で
は
、
2
0
2
3
年

度
か
ら
の
一
時
金
の
支
給
回
数

に
言
及
し
、
3
月
期
末
手
当
を

廃
止
し
、
6
月
12
月
期
を
均
等

に
な
る
よ
う
配
分
す
る
と
勧
告

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
「
支
給
期

間
」「
欠
勤
日
数
に
応
じ
た
支

給
割
合
」
の
変
更
が
生
じ
る
こ

と
で
会
計
年
度
任
用
職
員
を
含

め
た
新
規
採
用
者
の
6
月
期
末

手
当
の
支
給
割
合
が
減
り
、
4

月
1
日
付
け
採
用
者
の
場
合
、

Ⅰ
類
採
用
で
試
算
す
る
と
約
7

万
円
の
大
幅
な
減
額
が
見
込
ま

れ
る
。
そ
も
そ
も
一
時
金
の
支

給
回
数
に
つ
い
て
は
、
労
使
協

議
に
よ
っ
て
決
定
す
べ
き
内
容

で
あ
り
、
人
事
委
員
会
が
介

入
、
干
渉
す
る
こ
と
は
断
じ
て

容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

都
本
部
女
性
部
は
9
月
2

日
、
30
日
、
10
月
21
日
の
3
回

に
渡
り
、
女
性
役
員
の
た
め
の

「
女
性
労
働
カ
フ
ェ
（
以
下
カ

フ
ェ
）」
を
開
催
し
た
（
延
べ

52
名
参
加
）。
女
性
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
中
、
女
性
役
員
が

活
躍
す
る
単
組
も
増
え
て
い
る

が
、
女
性
役
員
同
士
が
気
軽
に

情
報
共
有
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
な
い
こ
と
を
女
性
部
は
課

題
と
感
じ
て
い
た
。

各
回
の
テ
ー
マ
は
「
な
ぜ
女

性
の
私
が
組
合
役
員
に
な
っ
た

の
か
話
そ
う
」（
第
1
回
）、「
男

女
の
賃
金
は
平
等
な
の
？
」

（
第
2
回
）、「
定
年
が
65
歳
に

な
っ
て
ど
う
な
る
の
？
」（
第

3
回
）
と
し
、
前
半
は
女
性
部

の
三
木
事
務
局
長
が
現
状
と
課

題
を
伝
え
た
。
後
半
は
3
〜
5

名
程
度
に
分
か
れ
、
テ
ー
マ
に

関
す
る
こ
と
や
、
職
場
の
課
題

な
ど
を
自
由
に
話
し
合
っ
た
。

「
交
渉
に
出
て
も
言
葉
が
わ
か

ら
な
い
」
な
ど
の
「
組
合
あ
る

あ
る
」
に
共
感
し
た
り
、
人
員

不
足
な
ど
共
通
の
課
題
に
気
づ

き
、
職
制
や
職
種
を
越
え
た
つ

な
が
り
が
で
き
た
。

岩
田
女
性
部
長
は
「
カ
フ
ェ

の
参
加
を
通
じ
て
、
女
性
目
線

で
職
場
の
課
題
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
テ
ー

マ
に
関
す
る
話
も
し
た
が
、
職

場
の
実
態
や
課
題
を
た
く
さ
ん

話
す
こ
と
で
お
互
い
の
理
解
が

深
ま
っ
た
。
対
面
で
話
し
合
え

た
こ
と
も
効
果
が
増
し
た
。
今

後
も
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

続
け
た
い
」
と
話
す
。

「
楽
し
か
っ
た
。
あ
り
が
と

う
」
と
言
っ
て
帰
る
参
加
者
の

声
が
カ
フ
ェ
の
盛
り
上
が
り
を

感
じ
さ
せ
た
。

女性部
「
女
性
労
働
カ
フ
ェ
」
を
開
催

女
性
役
員
同
士
で
気
軽
な
情
報
共
有

▲第2回女性労働カフェ（9／30）の様子。
参加者同士の自由な話し合いが行われた。

急
に
、
最
近
め

っ
き
り
と
秋（
冬
）

ら
し
い
気
候
と
な

っ
て
き
た
。
直
近

の
今
年
の
夏
は
、

豪
雨
や
台
風
に
よ

る
風
水
害
が
各
地
で
多
数
発

生
し
た
。
地
球
温
暖
化
が
一

因
と
思
う
が
、
そ
の
話
は
別

の
機
会
に
す
る
と
し
て
、
自

治
体
現
場
で
は
、
そ
の
対
策

に
追
わ
れ
奔
走
し
た
。
ま

た
、
他
自
治
体
に
応
援
要
請

が
あ
り
、
対
応
し
た
と
聞
く

▼
東
日
本
大
震
災
か
ら
、
は

や
11
年
が
過
ぎ
た
。
今
で
も

各
自
治
体
か
ら
、
被
災
地
に

応
援
派
遣
が
継
続
さ
れ
て
い

る
▼
当
た
り
前
の
よ
う
に
他

自
治
体
か
ら
応
援
人
員
を
派

遣
し
受
け
入
れ
て
い
る
自
治

体
行
政
が
、
果
た
し
て
正
し

い
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
災

害
時
に
即
応
で
き
る
体
制
を

整
備
す
る
た
め
定
数
増
・
人

員
を
確
保
し
た
と
い
う
自
治

体
の
話
は
、
全
く
聞
こ
え
て

来
な
い
▼
こ
れ
ら
を
実
現
す

る
の
が
、
自
治
体
労
働
者
の

労
働
組
合
で
あ
る
自
治
労
で

あ
り
、
東
京
都
本
部
で
あ

る
。
2
0
2
2
年
度
も
2
次

に
わ
た
る
人
員
確
保
闘
争
・

現
業
統
一
闘
争
を
闘
っ
て
き

た
。
今
こ
そ
安
心
し
て
過
ご

せ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
、
自
治
労
・
都
本
部
に
結

集
し
、
要
求
実
現
の
た
め
に

闘
っ
て
い
こ
う
！

（
大
塚
）

東奔西走

視覚障害その他の理由で活字のままで利用できない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の制作をすることを認めます。その際には自治労東京都本部までご連絡ください。
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自治労東京組合員もしくは 
退職者会会員であること。 
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北
区
田
端
に
あ
る
「
Ｃ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
Ｍ
Ａ

Ｃ
ｈ
ｕ
ｐ
ｋ
ｉ

Ｔ

Ａ
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ａ
（
チ
ュ
プ
キ
・
タ

バ
タ
）」
は
、
見
え
な
い
人
、

聴
こ
え
な
い
人
、
車
い
す
の

人
、
小
さ
な
子
ど
も
連
れ
な

ど
、
誰
で
も
一
緒
に
映
画
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
日
本
で
唯

一
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
シ
ア
タ

ー
。
上
映
す
る
全
作
品
に
「
音

声
ガ
イ
ド
」
と
「
字
幕
」
が
つ

く
。そ

の
映
画
館
に
「
耳
の
聴
こ

え
な
い
人
に
も
演
劇
を
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
と
挑
ん
だ
3
人

の
舞
台
手
話
通
訳
者
た
ち
の
記

録
映
像
を
目
の
見
え
な
い
人
に

も
伝
え
ら
れ
な
い
か
？

見
え

な
い
人
に
手
話
を
伝
え
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
か
」、
こ
れ

を
映
画
に
し
た
い
と
い
う
話
が

持
ち
込
ま
れ
、
映
画
館
代
表
の

平
塚
千
穂
子
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
に
、
2
0
2
1
年
9
月
、
本

作
の
撮
影
は
ス
タ
ー
ト
。

コ
ロ
ナ
禍
で
進
行
し
た
、
見

え
る
人
、
見
え
な
い
人
、
聴
こ

え
る
人
、
聴
こ
え
な
い
人
、
個

性
豊
か
な
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

「
音
声
ガ
イ
ド
」
作
り
。
お
互

い
の
「
わ
か
る
わ
か
ら
な
い
」

を
話
し
合
い
、
ち
ょ
っ
と
無
茶

か
も
と
思
え
た
ア
イ
デ
ア
か

ら
、
見
え
な
い
人
と
聴
こ
え
な

い
人
に
対
話
が
生
ま
れ
、
互
い

に
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ

い
て
い
く
。

演
劇
と
の
架
け
橋
に
な
ろ
う

と
し
た
舞
台
手
話
通
訳
者
た
ち

の
想
い
を
伝
え
よ
う
と
、
壁
に

ぶ
つ
か
っ
て
も
音
声
ガ
イ
ド
づ

く
り
を
「
諦
め
な
い
メ
ン
バ
ー

た
ち
の
想
い
」
が
い
つ
し
か
言

語
を
超
え
、
障
害
の
あ
る
な
し

を
超
え
て
、「
こ
こ
ろ
の
バ
ト

ン
」
を
つ
な
げ
た
。

演
劇
『
よ
う
こ
そ

舞
台
手

話
通
訳
の
世
界
へ
』
に
挑
ん
だ

3
人
の
舞
台
手
話
通
訳
た
ち
の

「
い
か
に
伝
え
る
か
」
へ
の
葛

藤
や
、
な
ぜ
「
舞
台
手
話
通
訳

を
目
指
し
た
の
か
」
も
探
り
、

彼
女
た
ち
へ
の
取
材
と
の
二
重

構
造
に
な
っ
て
い
る
。

一
人
旅
が
好
き
だ
。
友
人
や

家
族
と
行
く
旅
行
も
楽
し
い
。

だ
が
、
一
人
で
行
く
旅
行
に
は

ま
た
違
っ
た
魅
力
が
あ
る
。
自

分
の
好
き
な
こ
と
だ
け
を
す
る

た
め
に
出
か
け
て
い
き
、
自
分

の
思
う
よ
う
に
過
ご
す
。
自
分

の
た
め
だ
け
の
旅
と
い
う
も
の

は
、
特
別
な
も
の
だ
。

私
の
好
き
な
も
の
は
本
、
カ

メ
ラ
、
そ
れ
か
ら
お
い
し
い
食

べ
物
だ
。
旅
行
に
行
く
時
も
、

そ
の
3
つ
を
中
心
に
プ
ラ
ン
を

立
て
る
こ
と
が
多
い
。
旅
先
に

あ
る
本
屋
や
図
書
館
を
覗
き
、

カ
メ
ラ
を
持
っ
て
散
歩
を
す

る
。
そ
し
て
現
地
の
名
物
や
評

判
に
な
っ
て
い
る
お
店
な
ど
を

訪
ね
、
お
い
し
い
も
の
を
お
腹

い
っ
ぱ
い
食
べ
る
。
観
光
を
し

て
い
る
の
も
楽
し
い
が
、
旅
先

で
一
番
好
き
な
時
間
は
本
を
読

ん
で
い
る
時
間
だ
。
旅
行
に
行

く
時
に
は
、
旅
先
が
舞
台
に
な

っ
て
い
る
小
説
を
持
っ
て
い

く
。
移
動
中
に
そ
の
本
を
読
み

始
め
こ
れ
か
ら
の
行
き
先
を
想

像
し
て
楽
し
み
、
宿
で
は
そ
の

日
に
見
て
き
た
そ
の
街
の
雰
囲

気
な
ど
に
浸
り
な
が
ら
本
を
読

み
進
め
る
。
最
後
に
、
帰
り
の

移
動
中
に
こ
の
旅
行
の
こ
と
を

思
い
返
し
つ
つ
本
を
読
了
す

る
。
こ
れ
が
私
に
と
っ
て
の
最

高
に
贅
沢
な
一
人
旅
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
書
い
て
き
た
が
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
あ
ま
り
旅
行

に
行
け
て
い
な
い
の
で
「
一
人

旅
初
心
者
」
と
い
う
の
が
本
当

の
と
こ
ろ
だ
。
訪
れ
て
み
た
い

場
所
は
た
く
さ
ん
あ
る
し
、
こ

れ
か
ら
新
た
な
一
人
旅
の
楽
し

み
方
に
出
会
う
か
も
し
れ
な

い
。
今
は
、
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着

い
て
安
心
し
て
出
歩
け
る
日
が

早
く
来
る
こ
と
を
願
い
な
が

ら
、
次
の
目
的
地
を
検
討
す
る

日
々
だ
。
星
空
の
写
真
に
挑
戦

し
て
み
た
い
の
で
、
長
野
県
の

昼
神
温
泉
や
伊
豆
諸
島
の
式
根

島
な
ど
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

�出身県：東京都
�組合歴：
2018年 入職・組合加入
2019年 執行委員
2022年 執行委員長

ふ
く

だ

ゆ
う

な

自
治
労
町
田
市
図
書
館
嘱
託
員
労
働
組
合

執
行
委
員
長

福
田

友
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『
一
人
旅
初
心
者
』

シネマジャーナル
編集者
穂曇 萌

『
こ
こ
ろ
の
通
訳
者
た
ち
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』

見
え
な
い
人
、
聴
こ
え
な
い
人
に
も

映
画
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
挑
戦
し
た
人
た
ち

ⒸⒸCChhuuppkkii

�2022年10月1日（土）より
シネマ・チュプキ・タバタにて先行公開
10月22日（土）より新宿K's cinema
（03－3352－2471）
ほか全国順次ロードショー
シネマ・チュプキ・タバタHP
https://chupki.jpn.org/

最優秀賞 1点……………………3万円の商品券
優 秀 賞 各部門1点（計3点）…2万円の商品券
佳 作 3～4点………………5千円の商品券

★送付先
自治労東京都本部 企画総務局宛 TEL：03－3556－3755
〒102－0072 東京都千代田区飯田橋3‐9‐3SKプラザ4階
Ｅメール：kikakusoumu@jichiro-tokyo.jp

テーマ
「マイベストショット」

部 門
①一般部門
②ネーチャー部門
�サイズ：2L（キャビネ）～四つ切り（四つワイド可）
�カラーまたはモノクロで単写真に限る（組写真不可）
�応募票に「一般部門」か「ネーチャー部門」どちらかをご記入下さい。
�応募票を作品の裏に貼り付けて都本部へ送付してください。

③携帯・スマホ部門
�Ｅメールで応募を受け付けます。
�件名を「第25回ベストショットコンクール」とし、本文に「写真タイ
トル」「氏名」「電話番号」「撮影地」「カメラアプリ名（使用した場合）」
「住所」「組合名（単組・支部）」をご記入ください。
�アプリを使用しての撮影可（ただしスタンプ、文字入れ、フレーム等
の使用は不可とします）

応 募
各部門 1人3点まで
作品の返却はしませんので予めご了承ください。

★表彰等
入賞作品は「自治労東京2023年新年号」、「自治労東京ホームページ」に
掲載し、商品券をプレゼントします。

昨
年
の
最
優
秀
賞
「
朝
陽
の
息
吹
」
／
町
田
市
職
労

守
屋

涼
さ
ん

締切 12月5日（月）必着

各種選挙 自治労東京都本部 推薦候補者（ 2022年10月25日
第8回単組代表委員会決定）

新宿区長選挙 （2022年11月6日告示・13日投票）

【一般推薦】 吉住 健一 現職2期 50歳 無所属

松戸市議会議員選挙 （2022年11月13日告示・20日投票）

【一般推薦】 二階堂 剛 現職9期 68歳 立憲民主党

西東京市議会議員選挙 （2022年12月18日告示・25日投票）

【一般推薦】 森 しんいち 現職4期 63歳 立憲民主党

第20回統一地方選挙（2023年4月予定）
都本部推薦（第一次）立候補予定者

＜組織内候補＞
【荒川区議会議員】 河内 ひとみ 現職1期 61歳 無所属
【北区議会議員】 大畑 おさむ 現職8期 68歳 立憲民主党
【八王子市議会議員】 森 ヨシヒコ 現職1期 41歳 無所属
＜準組織内候補＞
【新宿区議会議員】 小野 裕次郎 現職2期 51歳 立憲民主党
【東久留米市議会議員】間宮 みき 現職5期 59歳 無所属
【国分寺市議会議員】 星 いつろう 現職2期 49歳 立憲民主党

一般部門／ネーチャー部門／携帯・スマホ部門

画 題

氏 名

電 話
番 号

撮影地

部 門

住 所

組合名
（単組・支部）

監
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：
山
田
礼
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プ
ロ
デ
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ー
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ー
：
平
塚
千
穂
子
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